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一

月







　
山
嶺






の
雪



な
ほ
深



け
れ
ど
も
、
其

の
白
妙






に
紅




の

日

や
、
美





し
き
か
な
玉



の

春


。
松

籟







時


と
し
て
波



に
吟



ず
る
の
み
、
撞

い
て
驚





か
す
鐘



も
な
し
。
萬
歳






の
鼓





遙


か
に
、
鞠
唄






は
近



く
梅



ヶ
香

と
相



聞

こ
え
、
突
羽
根









の
袂





は
松



に
友
染






を
飜




す

。
を
か
し
、
此

の
あ
た
り
に
住



ふ
な
る
橙




の

長

者







、
吉
例






よ
ろ
昆
布





の
狩
衣






に
、
小
殿
原







の
太

刀

を
佩
反





ら
し
、
七
草






の
里



に
若
菜





摘

む
と
て
、
讓



葉


に
乘

つ
た
る
が
、
郎
等






勝
栗






を
呼

ん
で
曰



く
、
あ
れ
に
袖
形






の
浦



の
渚





に
、

紫


の

女

性







は
誰

そ
。
…
…
蜆





御
前





に
て
候




。

　
　
　
　
　
　
二
月






　
西
日





に
乾



く
井
戸
端









の
目
笊





に
、
殘



ン
の
寒



さ
よ
。
鐘



い
ま
だ
氷



る
夜

の
、

北


の
辻



の
鍋
燒






饂
飩





、
幽





に
池



の
石



に
響



き
て
、
南





の
枝



に
月



凄


し
。
一



つ
半

鉦

の
遠



あ
か
り
、
其



も
夢



に
消

え
て
、
曉




の

霜


に
置

き
か
さ
ぬ
る
灰
色






の
雲



、

新

し

き
障
子






を
壓



す
。
ひ
と
り
南
天






の
實

に
色
鳥






の
音
信






を
、
窓



晴

る
ゝ
よ
、

と
見

れ
ば
、
ち
ら
〳
〵
と
薄
雪






、
淡
雪






。
降

る
も
積



る
も
風
情





か
な
、
未
開
紅







の
梅



の
姿





。
其

の
莟





の
雪



を
拂



は
む
と
、
置



炬
燵





よ
り
素
足





に
し
て
、
化
粧





た

る
柴
垣






に
、
庭



下

駄

の
褄



を
捌



く
。

　
　
　
　
　
　
三

月







　
い
た
い
け
な
る
幼
兒






に
、
優



し
き
姉



の
言

ひ
け
る
は
、
緋

の
氈



の
奧



深


く
、

雪
洞






の
影



幽




な
れ
ば
、
雛



の
瞬





き
給



ふ
と
よ
。
い
か
で
見

む
と
て
寢

も
や
ら
ず
、

美




し
き
懷




よ

り
、
か
し
こ
く
も
密

と
見
參





ら
す
れ
ば
、
其

の
上



に
尚

ほ
女
夫





雛


の
微
笑





み
給



へ
る
。
そ
れ
も
夢



か
、
胡
蝶





の
翼





を
櫂



に
し
て
、
桃



と
花
菜





の
乘



合


船


。
う
つ
ゝ
に
漕

げ
ば
、
う
つ
ゝ
に
聞

こ
え
て
、
柳





の
土

手

に
、
と
ん
と
當



る
や
鼓





の
調





、
鼓
草






の
、
鼓





の
調





。

　
　
　
　
　
　
四
月






　
春



の
粧




の

濃

き
淡



き
、
朝
夕






の
霞





の
色



は
、
消

ゆ
る
に
あ
ら
ず
、
晴

る
ゝ
に

あ
ら
ず
、
桃



の
露



、
花



の
香

に
、
且

つ
解

け
且

つ
結



び
て
、
水



に
も
地



に
も
靡



く
に
こ
そ
、
或





は
海
棠






の
雨



と
な
り
、
或





は
松



の
朧





と
な
る
。
山
吹






の
背

戸

、

柳

の

軒


、
白
鵝





遊


び
、
鸚
鵡





唄


ふ
や
、
瀬

を
行

く
筏





は
燕





の
如



く
、
燕





は
筏





に

も
似

た
る
か
な
。
銀
鞍






の
少
年






、
玉
駕






の
佳

姫

、
と
も
に
恍

惚







と
し
て
陽

の

闌


な

る
時



、
陽
炎






の
帳





靜




な
る
裡



に
、
木
蓮






の
花



一


つ
一



つ
皆



乳

房

の
如



き
戀



を
含



む
。

　
　
　
　
　
　
五
月






　
藤



の
花



の
紫




は

、
眞
晝





の
色
香





朧




に
し
て
、
白
日






、
夢



に
見



ゆ
る
麗
人






の
面



影


あ
り
。
憧
憬





れ
つ
ゝ
も
仰



ぐ
も
の
に
、
其

の
君



の
通



ふ
ら
む
、
高
樓






を
渡



す

廻

廊







は
、
燃
立





つ
躑
躅





の
空



に
架



り
て
、
宛
然






虹


の
醉

へ
る
が
如



し
。
海



も

緑

の

酒


な
る
か
な
。
且

つ
見

る
後
苑






の
牡
丹
花







、
赫
耀






と
し
て
然



も
靜





な
る
に
、

唯


一


つ
繞



り
飛

ぶ
蜂



の
羽
音





よ
、
一
杵






二
杵





ブ
ン
〳
〵
と
、
小



さ
き
黄

金

の
鐘



が
鳴

る
。
疑





ふ
ら
く
は
、
こ
れ
、
龍
宮






の
正



に
午

の
時



か
。

　
　
　
　
　
　
六

月







3



　
照

り
曇



り
雨



も
も
の
か
は
。
辻
々






の
祭





の
太
鼓





、
わ
つ
し
よ
い
〳
〵
の
諸






勢

、
山

車

は
宛
然






藥
玉






の
纒





を
振

る
。
棧
敷





の
欄
干






連




る
や
、
咲



掛


る
凌
霄






の
紅




は

、
瀧
夜
叉
姫









の
襦
袢






を
欺





き
、
紫
陽
花









の
淺
葱





は
光
圀






の
襟



に
擬



ふ
。

人


の
往
來





も
躍



る
が
如



し
。
酒



は
さ
ざ
ん
ざ
松



の
風



。
緑





い
よ
〳
〵
濃





か
に
し

て
、
夏
木
立







深


き
處





、
山



幽


に
里



靜




に
、
然



も
今



を
盛





の
女





、
白
百
合









の
花



、

其

の
膚





の
蜜



を
洗



へ
ば
、
清
水





に
髮



の
丈



長


く
、
眞
珠






の
流





雫




し
て
、
小
鮎





の

簪


、

宵
月






の
影



を
走



る
。

　
　
　
　
　
　
七

月







　
灼

熱







の
天



、
塵



紅


し
、
巷





に
印
度





更
紗





の
影



を
敷

く
。
赫
耀






た
る
草



や
木

や
、
孔
雀






の
尾

を
宇
宙





に
翳



し
、
羅




に

尚

ほ
玉
蟲






の
光





を
鏤





む
れ
ば
、
松
葉
牡









丹


に
青
蜥
蜴







の
潛



む
も
、
刺
繍






の
帶



に
し
て
、
驕



れ
る
貴
女





の
裝




を

見

る
。
盛





な
る
哉



、
炎
暑






の
色



。
蜘

蛛

の
圍

の
幻




は

、
却





て
鄙
下






る
蚊

帳

を
凌



ぎ
、
青






簾

の
裡



な
る
黒
猫






も
、
兒
女





が
掌

中







の
も
の
な
ら
ず
、
髯



に
蚊
柱






を
號
令






し
て
、
夕
立






の
雲



を
呼

ば
む
と
す
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
夕
顏






の
薄
化
粧








、
筧





の
水



に
玉



を
含



む
で
、
露
臺





の
星



に
、
雪



の
面





を
映



す
、
姿





ま
た
爰



に
あ
り
、

姿

ま

た
爰



に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
八

月







　
向
日
葵









、
向
日
葵









、
百
日
紅









の
昨
日





も
今

日

も
、
暑



さ
は
蟻



の
數



を
算



へ

て
、
麻
野





、
萱
原






、
青

薄







、
刈
萱






の
芽

に
秋



の
近



き
に
も
、
草



い
き
れ
尚

ほ

曇


る
ま
で
、
立



蔽


ふ
旱

雲







恐




し
く
、
一
里
塚







に
鬼



は
あ
ら
ず
や
、
並
木





の
小

笠


如

何

な
ら
む
。
否



、
炎
天






、
情





あ
り
。
常
夏






、
花



咲

け
り
。
優



し
さ
よ
、
松



蔭


の
清
水





、
柳





の
井

、
音



に
雫





に
聲



あ
り
て
、
旅
人






に
露



を
分



て
ば
、
細
瀧






の

心

太







、
忽





ち
酢

に
浮

か
れ
て
、
饂
飩





、
蒟

蒻







を
嘲



け
る
時



、
冷
奴
豆
腐











の

蓼


は
じ
め
て
涼



し
く
、
爪

紅








な
る
蟹



の
群



、
納
涼





の
水



を
打

つ
て
出

づ
。
や

が
て
さ
ら
〳
〵
と
渡



る
山
風






や
、
月



の
影



に
瓜



が
踊



る
。
踊
子






は
何
々






ぞ
。
南



瓜


、
冬
瓜






、
青

瓢







、
白
瓜






、
淺
瓜






、
眞
桑
瓜







。

　
　
　
　
　
　
九
月






　
殘





の
暑



さ
幾
日






ぞ
、
又



幾
日






ぞ
。
然



も
刈
萱






の
蓑



い
つ
し
か
に
露



繁


く
、
芭

蕉


に
灌



ぐ
夜

半

の
雨



、
や
が
て
晴

れ
て
雲



白


く
、
芙
蓉





に
晝



の
蛬




鳴

く
時



、
散

る
と
し
も
あ
ら
ず
柳





の
葉

、
斜





に
簾





を
驚





か
せ
ば
、
夏
痩





せ
に
尚

ほ
美





し
き
が
、

轉
寢






の
夢



よ
り
覺

め
て
、
裳





を
曳

く
濡
縁






に
、
瑠

璃

の
空



か
、
二
三
輪







、
朝
顏






の
小





く
淡



く
、
其

の
色



白


き
人



の
脇



明


を
覗



き
て
、
帶



に
新

涼







の
藍



を
描



く
。

ゆ
る
き
扱
帶





も
身

に
入

む
や
、
遠



き
山



、
近



き
水



。
待
人






來


れ
、
初
雁






の
渡



る

な
り
。

　
　
　
　
　
　
十

月







　
雲



往

き
雲



來


り
、
や
が
て
水



の
如



く
晴

れ
ぬ
。
白
雲






の
行
衞





に
紛



ふ
、
蘆
間





に
船



あ
り
。
粟



、
蕎

麥

の
色
紙
畠








、
小

田

、
棚
田





、
案

山

子

も
遠



く
夕
越





え
て
、

宵


暗


き
に
舷




白


し
。
白
銀






の
柄

も
て
汲

め
り
て
ふ
、
月



の
光





を
湛



ふ
る
か
と
見

れ
ば
、
冷





き
露



の
流



る
ゝ
也



。
凝

つ
て
は
薄



き
霜



と
な
ら
む
。
見

よ
、
朝
凪






の

浦


の
渚





、
潔




き

素
絹





を
敷

き
て
、
山
姫






の
來



り
描



く
を
待

つ
處





　
　
枝



す
き
た

る
柳





の
中



よ
り
、
松



の
蔦



の
梢





よ
り
、
染

め
出



す
秀
嶽






の
第
一
峯








。
其

の
山






4月令十二態



颪

里


に
來



れ
ば
、
色
鳥






群

れ
て
瀧



を
渡



る
。
う
つ
く
し
き
か
な
、
羽



、
翼





、

霧


を
拂



つ
て
錦
葉





に
似

た
り
。

　
　
　
　
　
　
十
一
月









　
青
碧






澄

明







の
天



、
雲
端






に
古
城






あ
り
、
天
守






聳
立





て
り
。
濠



の
水



、
菱



黒


く
、
石
垣






に
蔦



、
紅




を

流


す
。
木

の
葉

落

ち
落

ち
て
森



寂




に
、
風



留

む
で
肅






殺

の
氣

の
充

つ
る
處





、
枝



は
朱
槍






を
横





へ
、
薄





は
白
劍






を
伏

せ
、
徑





は
漆
弓






を
潛



め
、
霜



は
鏃





を
研

ぐ
。
峻

峰







皆


將

軍







、
磊
嚴






盡




く

貔
貅





た
り
。
然



り

と
は
雖





も
、
雁
金






の
可

懷







を
射

ず
、
牡
鹿






の
可
哀





を
刺

さ
ず
。
兜





は
愛
憐






を

籠

め
、
鎧





は
情

懷








を
抱



く
。
明

星








と
、
太
白
星









と
、
す
な
は
ち
其

の
意

氣

を
照

ら
す
時



、
何
事






ぞ
、
徒




に

銃
聲






あ
り
。
拙





き
哉



、
驕
奢






の
獵



、
一
鳥






高


く

逸


し
て
、
谺





笑


ふ
こ
と
三
度





。

　
　
　
　
　
　
十
二
月








　
大
根






の
時
雨





、
干
菜





の
風



、
鳶



も
烏





も
忙



し
き
空



を
、
行

く
雲



の
ま
ゝ
に
見

つ
ゝ
行

け
ば
、
霜
林






一
寺





を
抱



き
て
峯



靜




に
立

て
る
あ
り
。
鐘



あ
れ
ど
も
撞

か

ず
、
經





あ
れ
ど
も
僧



な
く
、
柴



あ
れ
ど
も
人



を
見

ず
、
師
走





の
市



へ
走



り
け
む
。

聲


あ
る
は
ひ
と
り
筧





に
し
て
、
巖



を
刻



み
、
石



を
削



り
て
、
冷





き
枝



の
影



に
光



る
。
誰

が
た
め
の
白



き
珊
瑚





ぞ
。
あ
の
山



越

え
て
、
谷



越

え
て
、
春



の
來



る
階






な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
水
筋






の
緩



む
あ
た
り
、
水
仙






の
葉

寒


く
、
花



暖



に

薫


り
し

か
。
刈



あ
と
の
粟

畑







に
山
鳥






の
姿





あ
ら
は
に
、
引
棄





て
し
豆



の
殼



さ
ら
〳
〵

と
鳴

る
を
見

れ
ば
、
一
抹






の
紅
塵






、
手
鞠





に
似

て
、
輕



く
巷





の
上



に
飛

べ
り
。

大
正
九
年
一
月
　
十
二
月
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底
本
：
「
鏡
花
全
集
　
巻
二
十
七
」
岩
波
書
店

　
　
　1942
（
昭
和17

）
年10

月20

日
第1

刷
発
行

　
　
　1988
（
昭
和63

）
年11

月2

日
第3

刷
発
行

※
題
名
の
下
に
あ
っ
た
年
代
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を
、
最
後
に
移
し
ま
し
た
。

※
底
本
は
、
物
を
数
え
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際
や
地
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い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
米
田
進

2002

年4

月24

日
作
成

2003

年5

月18

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
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w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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